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5 流体力について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．いるかどうか，定期試験及びレポートで評価する．定期試験及びレポートで評価する．びレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2020年度シラバスシラバス

水理学 (Hydraulics))

都市工学科・4年・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本講義では，水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまでは，定期試験及びレポートで評価する．水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまでも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまに河川工学等の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまに必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまな開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまに対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまする知識や解析手法を解説する．後半はこれまや解析手法を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．析手法を解説する．後半はこれまを解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれまする．後半はこれまはこれま
で履修した水理学の総復習を実施する．水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま総復習を実施する．を解説する．後半はこれま実施する．する．

【A4-S2】ポテンシャル流れの水理について理解できる．ポテンシャル流れの水理について理解できる．流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま水理について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できる．
ポテンシャル流れの水理について理解できる．流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま水理について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．いるかどうか，定期試験及びレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．す
る．

【A4-S2】ポテンシャル流れの水理について理解できる．開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま分類や解析理論が理解できる．や解析手法を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．析理論が理解できる．が理解できる．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できる．
開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま分類や解析理論が理解できる．や解析手法を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．析理論が理解できる．が理解できる．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．いるかどうか，定期試験及びレポートで評価する．定期試験で評
価する．する．

【A4-S2】ポテンシャル流れの水理について理解できる．水理学的に有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面なに有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面なな開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま断面，定期試験及びレポートで評価する．段波の運動，比エネルギー，支配断面なの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま運動，定期試験及びレポートで評価する．比エネルギー，支配断面なエネル流れの水理について理解できる．ギー，定期試験及びレポートで評価する．支配断面な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま
どから常流と射流の物理的意味について理解する．常流と射流の物理的意味について理解する．射流の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま物理的に有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面な意味について理解する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．する．

水理学的に有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面なに有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面なな開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま断面，定期試験及びレポートで評価する．段波の運動，比エネルギー，支配断面なの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま運動，定期試験及びレポートで評価する．比エネルギー，支配断面なエネル流れの水理について理解できる．ギー，定期試験及びレポートで評価する．支配断面な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまどから常流と射流の物理的意味について理解する．常流と射流の物理的意味について理解する．
射流の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま物理的に有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面な意味について理解する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．いるかどうか，定期試験及びレポートで評価する．定期試験及びレポートで評価する．びレポートで評価する．レポートで評価する．
で評価する．する．

【A4-S2】ポテンシャル流れの水理について理解できる．開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れにおける各種水面形の特徴について説明できる．の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま徴について説明できる．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．できる． 開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れにおける各種水面形の特徴について説明できる．の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま徴について説明できる．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．できて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．いるかどうか，定期試験及びレポートで評価する．定
期試験及びレポートで評価する．びレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A4-S2】ポテンシャル流れの水理について理解できる．流体力について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．できる．

【A4-S2】ポテンシャル流れの水理について理解できる．これまでの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま水理学で習を実施する．った水理学の総復習を実施する．単元を総復習し，単元間のつながりをを解説する．後半はこれま総復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．単元を総復習し，単元間のつながりを間のつながりをの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまつな開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまが理解できる．りを解説する．後半はこれま
確認することで，水理学に対する理解を深める．すること射流の物理的意味について理解する．で，定期試験及びレポートで評価する．水理学に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまする理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．を解説する．後半はこれま深める．める．

これまでの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま水理学で習を実施する．った水理学の総復習を実施する．単元を総復習し，単元間のつながりをを解説する．後半はこれま理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．で来ているかどうかレポートで確認すて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．いるかどうかレポートで評価する．で確認することで，水理学に対する理解を深める．す
る．

成績は，試験は，定期試験及びレポートで評価する．試験50%　レポートで評価する．50%　と射流の物理的意味について理解する．して理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．評価する．する．総合成績は，試験は，定期試験及びレポートで評価する．100点満点と射流の物理的意味について理解する．して理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．60点以上を合格とする．試験は定期を解説する．後半はこれま合格とする．試験は定期と射流の物理的意味について理解する．する．試験は定期
試験の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまみ実施する実施する．する

「PEL水理学」：神田佳一・編著（実教出版）神田佳一・編著（実教出版）
配布プリントプリントで評価する．

「水理学I，定期試験及びレポートで評価する．II」：神田佳一・編著（実教出版）大西外明できる．（森北出版）
「応用流体力について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．学」：神田佳一・編著（実教出版）室田明できる．（共立出版）
「明できる．解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．水理学」：神田佳一・編著（実教出版）日野幹雄（丸善出版）

数学，定期試験及びレポートで評価する．物理，定期試験及びレポートで評価する．水理学（3年次）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

数学，定期試験及びレポートで評価する．物理，定期試験及びレポートで評価する．水理学（3年次）の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま知識や解析手法を解説する．後半はこれまを解説する．後半はこれま活用するた水理学の総復習を実施する．めにそれら常流と射流の物理的意味について理解する．を解説する．後半はこれま十分に理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．して理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．おくこと射流の物理的意味について理解する．



授業の計画（水理学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 概説する．後半はこれま

2 ポテンシャル流れの水理について理解できる．流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま水理 ポテンシャル流れの水理について理解できる．流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま水理について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．

3 比エネルギー，支配断面なエネル流れの水理について理解できる．ギーと射流の物理的意味について理解する．限界水深める．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．

4 常流と射流の物理的意味について理解する．射流，定期試験及びレポートで評価する．跳水現象について説明する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．

5 開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま等流について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまに水理学的に有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面なに有利な断面，段波の運動，比エネルギー，支配断面なな開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま断面について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．

6 開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま不等流について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまに一様水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま不等流と射流の物理的意味について理解する．水面形の特徴について説明できる．状の特性について説明する．の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま性について説明する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．

7 物体に作用する力について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する． 定常・非定常な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れにおける流体力について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま明できる．する．

8 前半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれままと射流の物理的意味について理解する．め ここまで習を実施する．った水理学の総復習を実施する．範囲についての復習を行うについて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．を解説する．後半はこれま行うう

9 水の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま物性について説明する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．これに関する演習問題を解く．する演習を実施する．問題を解く．を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．く．

10 静水力について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．学について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．これに関する演習問題を解く．する演習を実施する．問題を解く．を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．く．

11 流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま基礎理論が理解できる．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．これに関する演習問題を解く．する演習を実施する．問題を解く．を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．く．

12 前週に引き続き，流れの基礎理論について復習し，これに関する演習問題を解く．に引き続き，流れの基礎理論について復習し，これに関する演習問題を解く．き続き，流れの基礎理論について復習し，これに関する演習問題を解く．き，定期試験及びレポートで評価する．流れの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま基礎理論が理解できる．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．これに関する演習問題を解く．する演習を実施する．問題を解く．を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．く．

13 管路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れについて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．これに関する演習問題を解く．する演習を実施する．問題を解く．を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．く．

14 開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れについて理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．復習を実施する．し，定期試験及びレポートで評価する．これに関する演習問題を解く．する演習を実施する．問題を解く．を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．く．

15 定期試験の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま返却と解説・総まとめと射流の物理的意味について理解する．解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれま・総まと射流の物理的意味について理解する．め 定期試験を解説する．後半はこれま返却と解説・総まとめし，定期試験及びレポートで評価する．問題を解く．の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．説する．後半はこれまを解説する．後半はこれま実施する．する．これまでの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま授業内容を振り返り，学習の総まとめを実施する．を解説する．後半はこれま振り返り，学習の総まとめを実施する．り返り，定期試験及びレポートで評価する．学習を実施する．の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま総まと射流の物理的意味について理解する．めを解説する．後半はこれま実施する．する．
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3年生で習った水理学の単元を振り返るとともに，今後の授業計画と学習内容について概説する．で習を実施する．った水理学の総復習を実施する．水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま単元を総復習し，単元間のつながりをを解説する．後半はこれま振り返り，学習の総まとめを実施する．り返ると射流の物理的意味について理解する．と射流の物理的意味について理解する．も特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまに，定期試験及びレポートで評価する．今後の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま授業計画と学習内容について概説する．と射流の物理的意味について理解する．学習を実施する．内容を振り返り，学習の総まとめを実施する．について理解できているかどうか，定期試験及びレポートで評価する．概説する．後半はこれまする．

開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れ（1）

開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れ（2）

開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れ（3）

開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま流れ（4）

水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．（1）

水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．（2）

水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．（3）

水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．（4）

水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．（5）

水理学の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま復習を実施する．（6）

備など）
考

本科目の修得には，の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま修得には，には，定期試験及びレポートで評価する．30 時間のつながりをの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま授業の中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま受講と射流の物理的意味について理解する． 60 時間のつながりをの中でも特に河川工学等の実務に必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれま自己学習を実施する．が理解できる．必要な開水路に対する知識や解析手法を解説する．後半はこれまである．
前期定期試験を解説する．後半はこれま実施する．する．
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